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株主・投資家の皆さまには、平素より格別のご支援を賜り、
厚く御礼申し上げます。

私たち大同メタルグループは、1939年（昭和14年）に
名古屋において操業を開始して以来、おかげさまで73年目
を迎え、現在は海外14カ国に18拠点を有するグローバル
企業に成長してまいりました。

自動車分野を中心に多種多様な産業分野の回転を支える
世界で唯一の「総合すべり軸受メーカー」として、また、世界
のトライボロジー（摩擦・摩耗・潤滑）リーダーとして、常にトッ
プレベルの魅力ある製品を提供することで、世界中のお取
引先から信頼できるビジネスパートナーとしての評価を頂戴
いたしております。

さて、６ヵ年の新たな中期経営計画が2012年4月からス
タートいたしました。スローガンは “Together To The 
Top”－“ともにトップを目指そう” です。

代表取締役会長
兼最高経営責任者

代表取締役社長
兼最高執行責任者

■　営業のご報告

“Together”は、文字通り大同メタルグループ全社全員が
ともに一緒に手を携えて力を合わせ、会社の “あるべき姿”
に向かって挑戦して行くことを表わすものです。

新中期経営計画では、①自動車用すべり軸受のシェア拡
大とトップの堅持、②舶用・産業用等非自動車分野における
世界トップシェアの獲得、③国内外の売上拡大に対応した世
界５極体制の構築、④技術優位性持続と世界各地域の特性
に応じた研究開発強化、⑤強固な財務基盤の構築、を主な
テーマとし、2012年度～ 2014年度までの第１ステージ
で事業基盤を構築し、2015年度から2017年度までの第
２ステージですべり軸受の全分野で世界トップシェアの獲得
を図るべく推進してまいります。
そして、新中期経営計画の最終年度である2017年度に
は、当社グループが目指すチャレンジ目標の 「連結売上高
1,110億円、営業利益167億円、営業利益率15%以上」 
を達成し、世界で存在感のある大同メタルグループを目指し
てまいります。

企業を取り巻く環境は、今後ますます厳しさを増してくる
ものと予想されますが、リーマンショック以降にグループを
挙げて取り組んだ合理化策サバイバル・プランの精神を持
続しながら、引き続きグループ全社全員が一丸となり、共に
手を携え進むことで、必ず荒波を乗り越えることができるも
のと確信いたしております。
すべり軸受の全ての分野で世界トップに立つことができる
ように、グループ全社全員が “DAIDO SPIRIT ( 夢・希望・
挑戦 ) ” を忘れずに、勇気ある挑戦を続けてまいります。

株主の皆さまにおかれましては、今後とも一層のご支援ご
鞭撻を賜りますよう、よろしくお願い申しあげます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ２０１２年１２月

株主の皆さまへ
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主要財務指標 2012/3月末 2012/9月末 増減

自己資本比率 32.2% 34.2% +2.0P

有利子負債
（単位：百万円）

28,208 26,269 △1,939

■　2013年3月期 第2四半期（累計）連結決算 ハイライト

セグメント情報（所在地別）
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連結決算ハイライト

【主要財務指標】
2012/3月末対比で、自己資本比率は2.0ポイント改善し、有利子負債も減少しました。

（単位：百万円）

2012年3月期
第２四半期(累計) 2013年3月期 第２四半期　(累計)

前期実績 業績予想 当期実績 業績予想との
差異(％ )

前期実績との
差異(％ )

売上高 34,514 35,000 35,334 1.0% 2.4%

営業利益
(同利益率)

＊　  4,523
(13.1%)

4,100
（11.7%）

3,872
（11.0%） △5.6% △14.4%

経常利益
(同利益率)

＊　  4,327
(12.5%)

3,850
（11.0%）

3,881
（11.0%） 0.8% △10.3%

四半期純利益
（同利益率）

2,557
(7.4%)

2,300
 （6.6%）

2,336
（6.6%） 1.6% △8.6%

　　　　　　　　　 ＊過去最高値

 所在地別セグメント 概要

【国　内】　自動車関連が伸びた一方で、舶用向
けの減少等により、売上高は前年同期
比で若干の減収となり、利益も減少しま
した。

【アジア】　タイ、中国、韓国を中心に自動車関連
が順調に推移し、売上高は同24.7%
の増収となりました。一方、営業利益
は海外事業拡大に伴う費用増加により
減少しました。

【北　米】　自動車関連、建設機械ともに堅調に
推移し、同8．8%の増収となりました。
一方、営業利益は海外事業拡大に伴う
費用増加により減少しました ( 大同メタ
ルメキシコ S.A. DE C.V. は2013年
秋頃量産開始予定)。 

【欧　州】　ロシアを含む欧州全体の売上高は同
△3.6% の減収ながら、ロシアを除く
欧州では、自動車関連が同19.4% 増
収と好調（新興国など域外向け輸出が
堅調）を維持しており、舶用向けの減少
を補い、営業利益も増加しました。

【決算概要】
● 当第２四半期は、既存お取引先からの新規受注
獲得にも注力した結果、自動車関連が伸び、売
上高は前年同期比で2.4％の増収となりました。

　　一方で利益面は、主に舶用軸受の売上減少、
グローバルベースでの事業拡大に伴う費用の増
加、前年同期比での主材料価格の変動差による
影響等により、営業利益は同△14.4%、経常
利益は同△10.3%、四半期純利益は同△
8.6%といずれも減益となりました。

● 業績予想との対比では、営業利益を除き、概ね
当初の想定どおりに推移することができました。

22



事業の概要

事業別製品の紹介

　軸受（メタル）とは、回転する軸を支える部品です。エンジンを始め、
回転する部分がある機械には必ずといってよいほど使用されており、
機械の性能を左右するほどの重要な部品です。
　大同メタルが製造しているのは「すべり軸受」（プレーン・メタル、
平軸受とも言う）と呼ばれる軸受で、ボールベアリングなどの「ころが
り軸受」とは異なります。
　一般的に「すべり軸受」は、半永久的に寿命が長く、負荷能力（支え
られる重さ）は速度とともに増加し、静かで、耐衝撃性があることか
ら、自動車、船舶、建設機械などのエンジン用軸受等に適しています。

　当社は、自動車のみならず、多種多様の産業分野の軸受を手掛
ける、世界で唯一の「総合すべり軸受メーカー」です。

　通常、自動車のエンジン部分には１台あたり平均で約２０個の軸受
が使用されています。当社はこの自動車用エンジン軸受において、
世界シェア約３1.6％（当社推定）を有するトップ企業です。

　自動車では、エンジン部分以外にも、いろいろな場所に多くの軸受
が使用されています。中でも当社は、ターボチャージャー用軸受や
ショックアブソーバー用軸受において国内で極めて高いシェアを有し
ています。

■　自動車用エンジン軸受

■　自動車用エンジン以外軸受（自動車部品用軸受）

半割メタル スラストワッシャー ブシュ

パワーステアリング用
ポンプブシュ

エアコン用チップシール
（スクロールコンプレッサー）

ラックアンドピニオン
ステアリングブシュ

ターボチャージャー用
フローティングベアリング

スターター用ブシュショックアブソーバー用ブ
シュ

フロントリクライニング   
シート用ブシュ

トランクリッドブシュ/ 
エンジンフードブシュ

スロットルボディ用ブシュ ターボチャージャー用
スラストベアリング

3 4



ドライベアリング

ロータリーポンプ

集中潤滑装置（MR-LUB）

　ショベルカーなどの建設機械のエンジン部分やシリンダー部分に
も軸受は用いられています。当社は、建設機械・農業機械用の軸
受においても国内外で高いシェアを有しています。

■　建設機械用軸受
　船舶のエンジンに用いられる軸受は、大きいものでは内径１メー
トルにもおよびます。当社は船舶用の軸受においても世界で高い
シェアを有しています。

■　船舶用軸受

　オフィス用機器はもとより水力・火力などの発電設備、高速車輌、鉄道事業、免震・制振装置など、
多種多様にわたる産業分野の軸受を手掛けています。また、ロータリーポンプ、集中潤滑装置など、
軸受以外の潤滑技術応用製品も開発・販売しています。

■　一般産業用軸受・その他

中高速ディーゼルエンジン用軸受

特殊軸受（タービンなど）

低速ディーゼルエンジン用軸受

（左）TPJB（ティルティングパッドジャーナルベアリング） 
（右）TPTB（ティルティングパッドスラストベアリング） 

3 4



2013年3月期 第2四半期（累計）連結財務諸表（要約）

連結貸借対照表  単位：百万円（百万円未満切捨）

科目／期別
当第2四半期
連結会計期間
（2012年9月30日）

前連結会計年度
（2012年3月31日）

資
産
の
部

流動資産 48,799 49,431

固定資産 39,869 38,970

　有形固定資産 33,823 32,047

　無形固定資産 1,784 1,823

　投資その他の資産 4,260 5,099

資産合計 88,669 88,402

負
債
の
部

流動負債 31,235 35,348

固定負債 21,296 18,890

負債合計 52,532 54,238

純
資
産
の
部

株主資本 32,445 30,468

　資本金 7,273 7,273

　資本剰余金 7,946 7,946

　利益剰余金 18,630 16,652

　自己株式 △ 1,403 △ 1,403

その他の包括利益累計額合計 △ 2,151 △ 2,041

　その他有価証券評価差額金 359 487

　為替換算調整勘定 △ 2,510 △ 2,528

少数株主持分 5,841 5,736

純資産合計 36,136 34,163

負債純資産合計 88,669 88,402

連結損益計算書  単位：百万円（百万円未満切捨）

科目／期別
当第2四半期
連結累計期間

（2012年4月1日～2012年9月30日）

前第２四半期
連結累計期間

（2011年4月1日～2011年9月30日）

売上高 35,334 34,514

売上原価 25,509 24,262

売上総利益 9,825 10,252

販売費及び一般管理費 5,953 5,728

営業利益 3,872 4,523

営業外収益 528 440

営業外費用 519 636

経常利益 3,881 4,327

特別利益 - 4

特別損失 26 78

税金等調整前四半期純利益 3,854 4,254

法人税、住民税及び事業税 1,330 425

法人税等調整額 32 921

少数株主利益 155 349

四半期純利益 2,336 2,557

　
連結キャッシュ・フロー計算書  単位：百万円（百万円未満切捨）

科目／期別
当第2四半期
連結累計期間

（2012年4月1日～2012年9月30日）

前第２四半期
連結累計期間

（2011年4月1日～2011年9月30日）

営業活動によるキャッシュ・フロー 5,056 2,540

投資活動によるキャッシュ・フロー △ 3,988 △ 1,840

財務活動によるキャッシュ・フロー △ 2,272 △ 2,211

現金及び現金同等物に係る換算差額 2 72

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △ 1,201 △ 1,439

現金及び現金同等物の期首残高 10,984 9,376

現金及び現金同等物の四半期末残高 10,432 7,937
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業績の推移〔連結〕
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2013年3月期通期業績予想 配当について

　この度、当社はドイツBMW社より、主力セダン「３シリーズ」と小型車「１シリーズ」に搭載する新型ディーゼルエンジン用軸受の新
規受注を獲得いたしました。2013年秋からBMW社への納入開始を予定しており、今後も引き続きBMW社の他エンジン機種への
展開を目指すとともに、他のお客様への拡販活動にも注力してまいります。

ドイツBMW社より自動車用エンジン軸受を新規受注

　当社が子会社の大同メタルロシアLLCを通じて、ロシ
アで進めてきた技術改良や事業活動が、地場の産業や経
済の発展に多大な貢献をしたとして高い評価を受け、地
元のニジニ・ノヴゴロド州政府より感謝状を頂きました。

ロシア ニジニ・ノヴゴロド州知事
から感謝状

中間 期末 合計

2012年
3月期 7円 9円

（うち特別配当2円）
16円

（うち特別配当2円）

2013年
3月期 7円 7円（予想） 14円（予想）

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （単位：百万円）

連結 2012年3月期
通期業績

2013年3月期
通期業績予想 対前期増減率

売上高 70,326 68,000 △ 3.3%
営業利益
（同利益率）

9,523
(13.5%)

6,900
(10.1%) △ 27.6%

経常利益
（同利益率）

8,947
(12.7%)

6,800
(10.0%) △ 24.0%

当期純利益
（同利益率）

5,435
(7.7%)

3,950
(5.8%) △ 27.3%

※業績予想は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、当社として
　その実現を約束する趣旨のものではありません。実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。

　当期の中間配当は一株当たり7円とさせていただきま
す。なお、期末配当につきましては、前回予想(一株あたり
７円)を据え置いております。

　世界経済全体の減速感が強まる中、国内も内需回復に力強さを欠くなど、当社グ
ループを取り巻く経営環境は厳しさを増しており、下期は自動車分野は堅調な推移が
見込まれるものの、船舶、建設機械、一般産業の各分野では需要減少が見込まれます。
　かかる状況下、2013年3月期の通期連結業績予想を下記の通り修正いたしました。

　平成24年8月、宮城県宮城郡七ヶ浜町の町立七ヶ浜中学校の鈴木校長
先生と生徒10名の皆さまが、モンテネグロにあるDMKを訪問されました。
　6月にモンテネグロのローチェン外相が東日本大震災の被災地を訪問
した際、七ヶ浜中学校を訪れ、復興への一助として、関係者をモンテネグロ

へご招待されたものです。
　予定が満載の中、唯一の日系企
業であるDMKへ訪問いただき、工
場見学や組立て実習などを体験さ
れました。

宮城県七ヶ浜中学校ご一行が
大同メタルコトールAD（DMK）を訪問

トピックス
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中期経営計画について

■　中期経営計画 「Together To The Top」の経営目標

2009年 2010年 2011年 2012年 第1ステージ 第2ステージ

売上高 511億円 634億円 703億円 680億円 800億円 1,110億円

営業利益 2億円 77億円 95億円 69億円 112億円以上 167億円以上

営業利益率 0.5% 12.2% 13.5% 10.1% 14%以上 15%以上
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634
703 680

800

1,110

200

400

600

800

1,000

1200 240

210

180

150

120

90

60

30

売上高 営業利益
（営業利益:億円）（売上高:億円）

（予想）（予想） （計画）（計画） （計画）（計画）

9595

69697777

112112

22

167167

2014年 2017年

中期経営計画

　中期経営計画では「 Together To The Top（ともにトップを目指そう） 」とのスローガンのもと、すべり軸受の全分野においてトップシェアを獲
得し、世界で存在感のある大同メタルグループを目指します。

Together To The Top　世界で存在感のある大同メタルグループへ

Stage 1Stage 1 2012年～2014年 Stage 2Stage 2 2015年～2017年

すべり軸受の全分野で世界トップシェアを実現する
グローバル
経営体制の構築

自動車エンジン用
半割軸受

ターボチャージャー用
軸受（スモールターボ）

アフター
マーケット

ブシュ
（自動車用部品）

ポリマー軸受
（一般産業用）

低速ディーゼル
エンジン用
軸受（舶用）

RPB
（回転機械用軸受）

現状 目標

強固な
財務基盤の
構築

グローバル
生産能力の
大幅アップ

技術優位性
持続のための
研究開発
強化

品質の改革

生産性の
飛躍的向上
（新工法、バイ
メタル、品質）

生産・販売・
開発の
グローバル
体制の構築

世界全拠点の
経営安定化

非自動車分野
の開拓強化

生産管理の
強化

（プル生産）

トップシェア実現のための事業基盤構築期間

中高速ディーゼルエンジン用
軸受（建設機械・舶用）
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企業情報

役　員

【取締役及び監査役】 （2012年9月30日現在）

代 表 取 締 役 会 長
兼最高経営責任者 治 誠 吾
代 表 取 締 役 社 長
兼最高執行責任者 樫山　恒太郎
取 締 役 常 務
兼 上 席 執 行 役 員 佐々木　利行
取 締 役
兼 上 席 執 行 役 員 河 村 康 雄
取 締 役
兼 上 席 執 行 役 員 井 川 雅 樹 

監 査 役 玉 谷 昌 明

☆ 監 査 役 田 辺 邦 子

☆ 監 査 役 松 田 和 雄
〔注〕☆印はいずれも社外監査役であります。

【執行役員】 （2012年9月30日現在）

上 席 執 行 役 員 伊 藤  則 義

上 席 執 行 役 員 馬 場  幸 児

上 席 執 行 役 員 上 里  元 久

上 席 執 行 役 員 岡  戸   篤

執 行 役 員 佐 藤  善 昭

執 行 役 員 小 暮  圭 一

執 行 役 員 吉 田  秀 雄

執 行 役 員 坂 元  敬 重

執 行 役 員 三 代  元 之

執 行 役 員 宮 脇  敏 之

会社概要 （2012年9月30日現在）
設 立 1939年（昭和14年）11月4日

資 本 金 7,273百万円

従業員数（正社員） 連結 3,886名／個別 1,127名

事 業 内 容 ●自動車用エンジン軸受
自動車（乗用車・トラック）エンジン用軸受、レースエンジン用軸受、二輪エ
ンジン用軸受、自動車部品（ターボチャージャー）用軸受など

●自動車用エンジン以外軸受
自動車部品（トランスミッション、ショックアブソーバー、コンプレッサー、ス
テアリング等）用軸受など

●非自動車用軸受
低速（２サイクル）ディーゼルエンジン用軸受、中高速（４サイクル）ディーゼ
ルエンジン用軸受、発電（水車・タービン等）用軸受、産業用（コンプレッサー・
増減速機等）軸受、ロータリーポンプ、集中潤滑装置 (工作機械用 )、キャパ
シタ用電極シート、油膜付水滴供給装置（JOOM）など

●その他
不動産賃貸事業など

本 社

国内生産拠点

国内販売拠点

名古屋本社 〒460-0008 名古屋市中区栄二丁目3番1号 
 名古屋広小路ビルヂング13階
東 京 本 社  〒140-0002 東京都品川区東品川二丁目２番２４号
 天王洲セントラルタワー１７階

第1カンパニー・犬山工場（犬山事業所内） 第3カンパニー・岐阜工場
第2カンパニー・前原工場（犬山事業所内） バイメタル製造所（犬山事業所内）

東京支店、名古屋支店、大阪支店、浜松営業所、広島営業所、九州営業所

関 係 会 社 ●国内
生 産

販 売
物 流
不動産賃貸

：

：
：
：

大同プレーンベアリング株式会社、エヌデーシー株式会社
大同インダストリアルベアリングジャパン株式会社
大同メタル販売株式会社、エヌデーシー販売株式会社
大同ロジテック株式会社
株式会社アジアケルメット製作所

●海外（主な拠点）
【アジア】
中原大同股份有限公司（台湾）
同晟金属株式会社（韓国）
ダイナメタルCO., LTD.（タイ）

韓国ドライベアリング株式会社（韓国）
BBL大同プライベートLTD.（インド）
PT.大同メタルインドネシア（インドネシア）

【中国】
大同精密金属（蘇州）有限公司（中国）

【ヨーロッパ】
大同インダストリアルベアリングヨーロッパLTD.（イギリス）
大同メタルコトールAD（モンテネグロ）
大同メタルドイツGmbH（ドイツ）

大同メタルチェコs.r.o.（チェコ）
大同メタルヨーロッパLTD.（イギリス）
大同メタルロシアLLC（ロシア）

【アメリカ】
大同メタルU.S.A. INC.（米国） 大同メタルメキシコS.A. DE C.V.（メキシコ）
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株式事項 （2012年9月30日現在）
 株式の状況
発行可能株式総数　80,000,000株
発行済株式の総数　44,956,853株 （自己株式5,123,949株を含む）
株 主 数　3,991名
大株主

株 主 名 持株数（千株）
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社 (信託口 ) 2,906
三井住友信託銀行株式会社 1,978
株式会社みずほコーポレート銀行 1,977
株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 1,822
東京海上日動火災保険株式会社 1,661
日新製鋼株式会社 1,299
大同メタル友栄会持株会 1.198
日本マスタートラスト信託銀行株式会社 (信託口 ) 1.172
ザ　セリ　ワタナ　インダストリー　カンパニー　リミテッド　703000 　 1,000
ザ　チェース　マンハッタン　バンク　エヌエイ　ロンドン
エス　エル　オムニバス　アカウント 910

伊藤忠丸紅鉄鋼株式会社 886

〔注〕当社は自己株式5,123,949株を保有しておりますが、上記大株主からは除いております。

 所有者別株式保有状況

アメリカ
日本

アジア

中国
ヨーロッパ

大同メタルU.S.A. INC.
シカゴオフィス

大同メタルU.S.A. INC.
デトロイトオフィス

大同メタルU.S.A. INC.
ベルフォンテン本社

大同メタルメキシコ
S.A. DE C.V.
2012年2月設立
2013年稼働予定

中原大同股份有限公司

ダイナメタルCO., LTD.

大同インダストリアルベアリング ヨーロッパ LTD.大同インダストリアルベアリング ヨーロッパ LTD.
欧州地域本部

大同メタルヨーロッパ LTD.大同メタルヨーロッパ LTD.

大同メタルドイツGmbH

大同メタルロシアLLC
コ s.r.o.大同メタルチェコ s.r.o.

大同メタルコトールAD

PT.大同メタルインドネシア

大同精密金属（蘇州）有限公司

BBL大同プライベートLTD.

同晟金属（株）

大同プレーンベアリング（株）
エヌデーシー（株）
大同インダストリアルベアリングジャパン（株）

大同メタル工業（株）

地域本部
販売拠点
生産拠点

（　　　   ）

グローバルネットワーク（主な拠点） （2012年9月30日現在）

個人・その他
26.5％

その他 国内法人
13.6％

金融機関
36.9％

証券会社
1.1％

自己名義株式 11.4％

外国人
10.5％
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http://www.daidometal.com/

株主メモ

環境に配慮した「植物油インキ」を
使用しています。

株式に関する諸手続のご案内

住所変更、単元未満株式の買取等のお申出先について
　株主様の口座のある証券会社にお申出ください。
　なお、証券会社に口座がないため特別口座が開設されました株主様は、特
別口座の口座管理機関である三井住友信託銀行株式会社にお申出ください。

未払配当金の支払いについて
　株主名簿管理人である三井住友信託銀行株式会社にお申出ください。

「配当金計算書」について
　配当金お支払の際にご送付しております「配当金計算書」は、租税特別措置法の
規定に基づく「支払通知書」を兼ねております。
　ただし、株式数比例配分方式をご選択いただいている株主様につきましては、
源泉徴収税額の計算は証券会社等にて行なわれます。確定申告を行う際の添付
資料につきましては、お取引の証券会社にご確認をお願いします。
　なお、配当金領収証にて配当金をお受取りの株主様につきましては、配当金の
お支払の都度「配当金計算書」を同封させていただいております。確定申告をな
される株主様は大切に保管ください。

事業年度 毎年4月1日から翌年3月31日まで
株主名簿管理人 東京都千代田区丸の内一丁目4番1号

三井住友信託銀行株式会社定時株主総会 毎年6月

基準日 定時株主総会・期末配当　毎年3月31日
中間配当　毎年9月30日

特別口座の
口座管理機関

東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社

公告方法 電子公告の方法により、当社のホームページ
（http://www.daidometal.com/） に掲載
します。
ただし、事故その他やむを得ない事由によって
電子公告をすることができない場合は、日本経
済新聞に掲載します。

郵便物送付先

（電話照会先）

〒168-0063　東京都杉並区和泉二丁目8番4号
三井住友信託銀行株式会社 証券代行部
電話 0120-782-031（フリーダイヤル）

取次事務は、三井住友信託銀行株式会社の本
店および全国各支店で行っております。

上場証券取引所 東京証券取引所市場第一部、名古屋証券取引所市場第一部

三井住友信託銀行株式会社

株式事務に関するご質問（フリーダイヤル）
0120-782-031［ 受付時間：平日 9：00～17：00 ］1 2

インターネットによる株式に関する諸手続きのご案内
http://www.smtb.jp/personal/agency/index.html
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